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平成26年度予算見積調書

B22

課室名:課室名:公園スタジアム課

内線:内線:5399

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成18年度～

会計 款 項 目

一般会
計

都市計
画費

土木費 公園費

説明事業

公園等施設管理費

戦略項目

担当名:担当名:公園計画・事業担当

都市計画法、都市公園法

050203　快適で魅力あふれるまちづくり

予算額

決定額 252,088252,088

前年額 339,603339,603 111,000111,000

252,088252,088

228,603228,603

△87,515△87,515

前年との
対比

財　　源　　内　　訳

県債
一般財源

番号

公園等施設補修費

１　事業概要

　県営公園は開設以来、多くの県民に利用されているが

、公園施設の老朽化や劣化が進み、施設の安全性や機能

の維持確保が難しくなっている施設がある。このため公

園施設の機能を維持し、来園者が安全で、快適に利用で

きるよう補修を行う。

（１）工事費　251,700千円

（２）事務費　　  388千円

２　事業主体及び負担区分

県（10/10）

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

(1)事業に係る人件費2,850千円(9,500×0.3)

(2)組織の新設、改廃及び増員　なし

５　事業説明
（１）事業内容
　　　　大宮公園外13公園において公園施設の修繕および維持管理を行う。
　　　　・大宮公園　　　　　　：第二公園茶室修繕　等
　　　　・上尾運動公園　　　　：プールサイドテント修繕　等
　　　　・川越公園　　　　　　：プールろ過装置修繕　等
　　　　・彩の森入間公園　　　：駐車場修繕　等
　　　　・秩父ミューズパーク　：休憩施設修繕　等
　　　　・熊谷スポーツ文化公園：自家発電設備修繕　等
　　　　・加須はなさき公園　　：グラウンド修繕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか7公園の施設修繕及び維持管理を行う。

（２）事業計画
　　　　引き続き、利用者の事故につながる要因の排除、及び公園の営業や施設利用に必要な機能確保のための修繕
　　　　を行う。

（３）事業効果
　　　　施設利用に必要な水準を維持することで、事故の予防が図れるなど、公園利用者の安心・安全が確保される。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　　利用者への影響の少ない時期に工事を実施するため、公園の利用実態を考慮し、指定管理者と工程調整等を行
　　　　う。

(単位：千円)

分野施策


